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オズ・エイジの舗
一一ーギャツビー以後の大富豪像一一

之孝罪
、

ジャズ・エイジの旗手スコット・フイツツジェラルド Francis Scott 

Fitzgerald (1896-1940）の『ザ・グレート・ギャツビ－j The Great 

Gatsby (1925）がアメリカ文学史上の正典たりうる理由のひとつを，今

日，それが無数の歴史的断片が錯綜する百科全書的テクストである点に求

めるのは決して難しくない。たしかに本書は，前世紀末のゴールドラッシ

ュから 1920年代初頭におよぶ期間にとどまらず，イザ、ヤ書の反エジプト感

情に連なる「能天気な連中」“careless people”の性格造型から，ヴァイ

キング時代を連想、きせずにはおかない「北欧人種j “Nordics”の優越思

想，そしてベンジャミン・フランクリンを意識した「誓J “General

Resolves”が象徴するプロテスタンテイズムと資本主義の結節点に至る

まで，同時代を超えたアメリカ史の成り立ちを複合的に証言する。ジャ

ズ・エイジを痛烈に意識しながら同時代を超えようと苦闘した作家の痕跡

が，テクストの随所に散乱する。

だが， 20世紀末の視点からふりかえるなら，皮肉にも，フイツツジェラ

ルドは彼以後の表現者によってその限界を克服されることによってのみ，

文学史的存在たりえているのが判明しよう。文学作品内部に刷り込まれた

歴史意識を読み取るのはひとつの批評尺度ではあるが，しかし同時に，歴

史が文学作品を超えていく可能’性に対しても，わたしたちは目をつぶるわ

けにはいかない。『白鯨j のように先見’性にみちた「新しき」がたえず再

発見きれる正典が存在する一方で、，『ギャツビー』のように，今日では正

当化しようもない「懐かしさ j を露呈することによってのみ価値づけられ
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る正典も存在するのだから。

たとえば，ギャツビー的大富豪の人間像に見られる圧倒的な古さを，こ

こで指摘しておいてもよい。ロマンティック・エゴイストといえば聞こえ

がよくても，いやしくも大富豪であれば，仮に恋人デイジーの運転する車

が牒き逃げを行なったなら，いったいどうしてすぐきま警察を抱き込みト

ムの愛人マートル・ウィルソンの夫の方へ先手を打っておかなかったの

か。この小説では，闇商売に関わるギャツビーのところへしきりに電話が

かかってくるし，ギャツビーには人を殺したとい 7 噂までついてまわって

いるのだから，それならそうした喚起力豊かなサププロットすべてを伏線

として活かせば，電話一本で邪魔な人間を始末してしまうという結末もじ

ゅうぶん考えられたはずだ。にもかかわらずギャツビーにそれができず，

そうしたハードボイルド的解決が本質的にフイツツジェラルド的物語学に

反するのは，いまだに大富豪といっ個人の王体が自らの欲望に沿って対象

を所有するという素朴な近代的二項対立が，本書のロマンティシズムを無

傷のまま温存しているからである。ウォルター・ベン・マイケルズはかつ

てフランク・ノリスやシオドア・ドライサーを分析しながら個人ならぬ法
コーポレイト・ 7 イクシヨン

人組織が人格をもってしまう「法人小説j のジャンルを構想した
が，そうした自然主義文学時代を潜り抜けながら，とりわけドライサーへ

敬意を払いながらも，フイツツジェラルドはなおも「法人小説」以前のパ

ラダイムから脱却していない。もちろんいまでは， fギャツピーJ を T.S.

エリオットの『荒地J と比較検討する研究としてはリサ・オードホイの論

文など枚挙にいとまがないものの，ギャツビーという人格自体は，まだじ

ゅうぶんに「個性滅却理論J をマスターする教育的余裕のなかったモダニ

スト以前の過去の遺物として，今日のわたしたちの眼には映る。もちろ

ん，そうした前時代的パラダイムへのノスタルジアをかきたてる部分こそ

『ギャツピ－j という名の小説の逆説的な魅力であることは，いったん認

めておかなくてはならない。
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1. アメリカ大富豪の主体変容

とはいえ，『ギャツビ－j においてフイツツジェラルドが未完成のまま

残したパラダイムを，以後の視点から完成させるような，言い換えれば20

世紀後半まで生き延ぴる新しいパラダイムとして匙らせるような文学史的

実験がのちに行なわれていくのだから，話は一筋縄ではいかない。わたし

はかねがね， トマス・ピンチョンが1967年に発表した第二長編『競売ナン

バー49の叫ぴJ （以下『49J）を読むたびに，フイツツジェラルドの『ギャ

ツビー』を連想してやまなかったが，そのゆえんというのは，べつだんピ

ンチョンがフイツツジェラルドを敬愛していたという伝記的事実にとどま

らず，まさしくそこでは，ポスト・ギャツビーとも見なせる大富豪ピア

ス・インウ、、ェラリティの肖像が，彼の恋人エテ、、イパ・マースとのラヴロマ

ンスとからめて長音られているからである。

このふたつの作品についての比較研究は決して多くはないものの，チャ

ールズ・バクスターは1981年の論文で，ギャツビーが自分の愛する対象を

所有しようと試みるも失敗に終わる一方，インヴ戸ェラリティが自分の欲望

する対象を所有しながらもさいごには自分自身が自己の所有物の内部に呑

み込まれてしまった運命を，鋭く対照きせている。いささか図式的にまと

めるなら，ギャツビーとデイジーのパーティは二0年代で終わるけれど

も，『49J という小説はいきなりヒロインであるエデイノf ・マースが「ホ

ーム・パーティから帰って来た」場面から始まり，以後の彼女は，自分に

遺言を残した元愛人インウボェラリティ本人の民へどんどんはまりこんでゆ

くのだ。ヒーローはもうすでに死んでおり，ヒロインはパーティから帰っ

て来る一ーその意味でも，『ギャツビー』と『ロット 49』を読み比べるな

らば，むしろ前者の終わったところから後者が新たな物語を紡ぎ出し補完

しようとしたいきさつが見えてくるだろう。

この比較対照は，ふたつのテクストが40年以上も隔たっているのを考え

るならやや唐突に見えるかもしれないが，にもかかわらず，たとえばギャ

ツビー以後のアメリカ的大富豪の典型として，新聞王ウィリアム・ランド
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ルフ・ハーストをモデルにオーソン・ウェルズが監督した1941年の映画

『市民ケーン j Citizen Kane をはさんでみれば，のちにアメリカの表も裏

も買収し所有するピアス・インウ、、ェラリティのような不動産王がいったい

どうして登場してきたのかが，いっそうわかりやすくなるはずだ。それは

アメリカ大富豪の主体がロマンティックな個人から自然主義的な法人へ，

ひいては所有主体と所有対象の区別，メディアとメディア操作者の区別が

困難を窮めるような一一一あたかもレメディオス・パロの「大地のマントを

織り紡ぐ」の構図を地で行くような一一ポストモダン・ネットワーク人格

へと，段階的なパラダイム・シフトを経ながら徐々に変身を遂げてきたこ

とを物語る。

しかし，フイツツジェラルド個人の生きた時代の文化史を一瞥してみれ

ば， じつのところ『ギャツピー』そのものが出版された1925年の時点にお

いて，いま述べてきたようなノfラダイム・シフトの萌芽を認めることがで

きょう。大富豪のギャツビーの具体的なモデルとしては，当時の著名密売

人マックス・ガーラックが想定されている。だが，ここで留意したいの

は，彼を育てたのが， 1875年以来，ネヴァ夕、州の銀山やユーコン川の金山

などで巨万の富を獲得していくゴールドラッシュ時代の寵児夕、ン・コーデ

イだったことだ。したがって，ギャツビーがコーディのもとで働いていた

期間に吸収したのは， 19世紀末ゴールドラッシュのパラダイムにはかなら

ない。ゆえに，彼はデイジーへの愛を貫くためにコーディとのホモソーシ

ャルな関係を保ち，だからこそ遺産相続権きえ与えられていたのだという

クイア・リーデイングも大いに可能だが， しかしここではその点は詮索す

まい。むしろ強調しておきたいのは，まさしくフイツツジェラルドが『ギ

ャツビ－j を出版した1925年以降に， じつは再び東海岸から西海岸へ人々

が殺到するきっかけ，いわばロパート・スクラーのいうハリウッド・ゴー

ルドラッシュとも呼べる動きが確実になることだ。いわゆるゴールドラッ

シュが自然の中の資源を発掘する運動だったとするなら，ハリウッド・ゴ

ールドラッシュは映画という文化を第二の自然とみなし，役者たちという

才能自身を天然資源として搾取していく運動にはかならない。
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ここで，アン・ダグラスが1995年に出版した『恐るべき誠実一一多民族

都市マンハッタンJ をひもとくなら，最初の映画産業はニューヨークが中

心であり，その覇権は1920年代に至るまで維持されていたことがわかる。

ハリウッドへの移動は1910年代ごろから見られ始めるものの，サイレント

時代の巨匠デイヴイッド・グリフィスは「カネと才能は東海岸にある」と

いうことで1919年には西海岸から帰ってきているし，少なくとも 20年代末

までは，アメリカ映画の24パーセントはニューヨークのスタジオで撮影き

れていた。当時は，いったんブロードウェイで演劇化された作品が，次の

年にはたちまち映画化されるという手続きが取られていたのである。『ギ

ャツビ－j も例外ではなく， 1926年にはオーウェン・ディヴィスによるブ

ロードウェイ舞台化に続き，サイレント映画も製作きれている。ところ

が，まさしく同じ26年にトーキーが開発きれ， 27年に実用化されてからと

いうもの，ブロードウェイの役者たちがそれまで以上にハリウッドで働く

チャンスが増す。そう，映画の危機を憂えるワーナー・ブラザースが巨費

を投じた世界初のトーキー映画『ジャズ・シンガーj (1927）が空前のヒ

ットを記録したのだ。同社は当時，たったひとつの劇場しか所有していな

かったが，この成功によって30年までに一挙に700 もの劇場を所有するこ

とになる。このメディア革命がもたらした映画産業の悲喜劇を巧みに主題

化したのが，アメリカン・ミュージカルの聖典『雨に唄えばj (1952）で

あった。

だからこそ，あくまでゴールドラッシュの影響下で東海岸を舞台にした

『ギャツビ－j のあとに，フイツツジェラルドはハリウッド・ゴールドラ

ッシュ以後の西海岸に注目して『ラスト・タイクーン』 The Love of the 

Lαst ηcoon を書かなければならなくなったのである。しかし作家の宿命

なのか，この最後の長編は1940年暮れの段階で，作家急逝という事故によ

り，再び未完成のまま中断してしまう。つまり， 1925年の『ギャツビー』

から34年の『夜はやさしj Tender is the Night，それに遺稿となる『ラ

スト・タイクーン』への道程は， 19世紀末的ゴールドラッシュから20世紀

的ハリウッド・ゴールドラッシュへの転換期で、あり，まさにその過程にお
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（上）『主民ケーン』におけるザナドゥの全景の書き割りの原画。マリオ・ラリ

ナガのマットペインテイング

（下）ザナドゥのモデルとなったハーストの邸宅サンシメオン
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いてアメリカ大富豪の肖像も，成金ジェイ・ギャツビーから映画界の立役

者モンロー・スターへと変貌せざるをえなかった。ギャツビーはけっきょ

く多くのモノを所有しながらも人間に関してはデイジーという女性たった

ひとりさえ所有しきれないのだが，他方，モンロー・スターは「多くの映

画的才能を所有して使っていく」ことのできる黒幕にはかならない。

いうまでもなくこうした大物映画フ。ロテ。ューサーの基本的なモデルは，

フイツツジェラルド本人が複雑な感情をもって接した MGM の大物アー

ヴイング・グラント・サルパーグであるが， しかし本書では，ジェイ・ゴ

ールドやウ、、アンダービルト，カーネギー，アスターら伝統的な大富豪が批

判的に語られている一方で、，先に触れた新聞王ハーストについては好意的

な言及がなされているのは，注目に値しよう。「ミッキーマウス殺害さ

る！ ランドルフ・ハースト中国に宣戦布告！ J “ Micky Mouse Murderｭ

ed! Randolph Hearst declares war on China！”（ケンブリッジ版79）。と

いうのも，のちにオーソン・ウェルズが『市民ケーンJ Citizen Kane を

撮影する時，ケーンの城のような豪邸ザナドゥーをデザインするのにヒン

トを得たのは， Fortune 誌1931年 5 月号に紹介されたハースト本人のサン

シメオンの大邸宅であり，同じ雑誌をブイツツジェラルド自身が目にした

可能性は決して低くないからだ。しかも，新聞王ハーストは1927年， リン

ドパーグが大西洋単独飛行に成功したさい，それを映画にするべく MGM

と契約までしていたし， 1904年以来一一とうとう夢は果たせなかったとは

いうものの一一何度となく大統領候補にのぼってきた人物である。新聞に

せよ映画にせよ，メディアこそが20世紀の自然な資源になることを信じた

ハーストのヴィジョンは，映画脚本家や俳優たちをも映画産業の資源にす

ぎないと割り切るサルパーグ転じてはモンロー・スターのヴィジョンと，

この時代，絶妙に共振してやまない。新聞と映画を制する者こそがメディ

アの帝王であり，アメリカ全体を所有して操作する限りなく大統領に近い

ピク、、マリオンであるという，以後の時代において自然化していく認識へ到

達するまで，フイツツジェラルドはあと一歩というところに迫っている。

しかし，そのイメージに最もふさわしい物語が実現するのは，フイツツジ
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ェラルドの『ラスト・タイクーン』そのものというよりは，皮肉にも彼の

没後ほんの一年して発表きれたオーソン・ウェルズの映画『市民ケーン』

であった。

2. デイジーは何を読むか

このように 1940年代の視点からふりかえってみるとき，『ギャツビー』

の価値観はいかにも古色蒼然としていることが改めて了解きれるが，にも

かかわらず，ひょっとしたら少なくとものちの『ラスト・タイクーンJ に

まで発展していくのではないかと思われる要素が埋め込まれていること

は，見逃がせない。ひとつのヒントは，『ギャツビ－.］のデイジーから

『夜はやさし』のニコル・ウォーレン，そして『ラスト・タイクーン』で

は語り手を演ずるセシリア・プレイディーへと至るプロセスにおいて，フ

イツツジェラルドがいわゆる女性の視点を強調とする物語学へはっきりと

傾斜してきており，それにつれて大富豪のイメージも時代遅れのものから

時代にふきわしいものへと明確に書き替えられていった経緯にある。その

過程で着目すべきは，女性の視点人物の役割が強まれば強まるほど大富豪

の輪郭がいっそうはっきり見えてくるという一点だろう。逆にいえば，い

まひとつ明快な主体性描写に欠けるデイジーにしても，仮に彼女の視点に

積極的に立ってみるなら， じつはもうひとつの『ギャツビ－.］ができあが

るかもしれない。それによって，世紀末ゴールドラッシュから今世紀ハリ

ウッド・ゴールドラッシュへのパラダイム・シフトを決定する条件が，い

っそうはっきりするかもしれない。

そう考えるのも，昨今のブイツツジェラルド批評において，ウォルタ

ー・ベン・マイケルズ1995年の『我らのアメリカ J で示された新歴史主義

的読解が刺激的だったからである。マイケルズは同書で，デイジーの夫ト

ム・ブキャナンの読書歴に注目し，彼がゴダードの『有色人種帝国の勃

興J The Rise of the Colored Empire を名著と呼んでいることから驚くべ

き推理を展開して，みごとにもうひとつの『ギャツビ－.］をもたらした。

同書が，実在したロスロップ・ストダードの『白人優越社会を脅かす有色
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人種の波の高揚j The Rising Tide of Color against White Worldｭ

Supremacy (1920）をもじったものであることは，ケンブリッジ版『ギャ

ツビ－j 編者マシュー・ブルッコリもすでに指摘するところである。しか

しマイケルズは，同書で二ケ所だけ行なわれるストダードへの言及を重視

することで， トムが比喰的に多数派，ギャツビーが比喰的に小数派として

扱われているという構図を暴き出す。これは，ふつう典型的なラヴロマン

スと見られるテクストの盲点を突きながら，いわばトムによる『ギャツビ

-j の可能性を創り出す優れた批評的洞察であり，こんごのフイツツジェ

ラルド文化研究においては決して避けて通れまい。

だが，マイケルズの『ギャツビ－J 論を読めば読むほど，仮にトムによ

る『ギャツビ－J が成り立つなら，果たしてデイジーによる『ギャツビ

-J はいったいどのよっなかたちを採るのか，という疑問が湧くのもま

た，事実である。のちに『夜はやさしJ のニコラなどは，自分の読書歴と

して，テ、、ユ・モーリエ1894年のピクゃマリオン小説『トリルビーJ を暗示し

“A Mad Tea-Party" 
ゼル夕、、の筆になる『不思議の国のアリス』
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てみせているわけだから，デイジーの場合にしても，彼女の主体形成に関

わるかたちでテクストの表面下に沈殿した読書歴があったであろうこと

は，まちがいない。以下，テクストにはまったく書かれていないデイジー

の読者反応論的文脈を，やや飛躍的に推測してみたいと思う。

ひとまずデイジーにフイツツジェラルド夫人ゼルダを投影してみれば，

彼女が好んだであろう文学ジャンルが，いわゆる願望充足型のファンタジ

ーであった可能性はきわめて高い。ゼノレダは彼女自身が残したイラストレ

ーションからも知られるように，ルイス・キャロルの『不思議の国のアリ

ス』を熟読していたが，その耽溺ぶりは，ジェイン・リヴイングストンも

いうように，「ほとんど自分とアリスとを同一視するほどだったJ （エレノ

ア・ラナハン編『ゼルタ＂＇－絵で、見るその生涯.］ 1996年）。

しかし， まったく同時に，たとえばフゃロードウェイにあれだけ通暁して

いたスコット・フイツツジェラルド自身のことを考えると，当時のアメリ

カ人なら必ず一読するか舞台上演を見るかしており，わざわざ言及するま

でもないテクストもあったのではないかと想定するのが自然だろう。する

とたとえば，フイツツジェラルドの『ノートブックス』にも言及のあるラ

イマン・フランク・ボーム1900年の童話『オズの魔法使いJ The Wizard 

of Oz などは，デイジーの主体形成に内部に刷り込まれていたかもしれな

いテクストのひとつとして見逃せない。

暴走する龍巻に呑まれカンザスから魔法の国オズへ飛ばされたドロシー

を主人公に，彼女の愛犬トトや脳のないかかし，心臓のないブリキのきこ

り，臆病ライオンなど楽しいキャラクターが無数に登場する『オズ』は児

童文学の傑作として人気を博し， 1903年にはブロードウェイ・ミュージカ

ルとして初演され， 39年にはジュデイ・ガーランド主演で映画化が成り，

オズの国は名曲「虹の彼方に」とともに現代アメリカ人の心の故郷とな

る。そのことは，以後のポストモダン小説においてトマス・ピンチョンや

スティーヴ・エリクソン，ジェフ・ライマンらの中にオズへの濃厚なるオ

マージュが見出きれることからも，一目瞭然だろう。昨今では，主演女

優ジュディ・ガーランドの実人生上のスキャンダルと彼女の映画的ペルソ

(114) 



左が『オズの魔法使い』初演でかかし役を演じるフレ ッ ド ・ スト ーン
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ナの双方が，誰よりも抑圧されるゲイの同情と関心を呼んできたという，多

文化時代ならではの「もうひとつのオズ文化史」まで形成きれている。

ところが，『オズJ と『ギャツビ－j の関連については，わたしの知る

限り，かつて大井浩二が1985年の『フロンティアのゆくえJ の中で，「エ

メラルド・シティ」と「緑の灯」の相似からほとんど直観的に『ギャツビ

-j から『オズ』を類推しているのが，唯一の考察だった。じっきいのと

ころ，フイツツジェラルドは少なくとも 2 回，『オズ』およびその舞台化

について言及しているのだから，その直観はあまりにも正しい。具体的に

は，フイツツジェラルドは1903年，すなわち彼が 7 歳の時に初演きれた

『オズの魔法使い』においてかかし役を演じて大成功を収めたアクロパッ

ト俳優フレッド・ストーン（1873～ 1959年）のことを記しているのであ

り，物語自体にも相当馴染んでいたことが窺われる。「フレッド・ストー

ンの『オズ』での演技が醸し出す笑いはそうとう神経に触ったが，しかし

それこそはひとつの世代全体が神経過敏になっていくきっかけだったJ

“The laugh generated by Fred Stone’s I’m so nervous in the Wizard of 

Oz justified a whole generation into cultivating nerves.”（『ノートブッ

クス j #1292）。じっさいふりかえってみれば，『オズJ の主人公である孤

児ドロシーは，いったんは大魔法使いの支配するオズ、の国へ飛ばされそこ

での夢と大冒険を楽しみながら，けっきょくは「何といってもおうちがい

ちばんJ “There’s no place like home！”という 39年映画版の台詞に象徴

きれるように，エムおばきんの待つカンザスの自宅へ帰っていく。夢の国

には行きたいが，しかしけっきょく夢が現実を脅かすようであれば，迷わ

ず家庭を選ぶ……という表面的なプラグマテイズムに限っても，これはデ

イジー・ブキャナンの人生を初御ときせてやむところがない。

ちなみに，作家ボーム本人は1904年に『オズの夢の国J を出版した時，

対象とする読者をその当時でドロシーと同じ 7 歳前後の少女に，すなわち

1896～8年生まれの少女に定めている。ブイツツジェラルドは1896年生ま

れであるから性差こそ男性であるものの，ボームが対象としたドロシー

と同年齢の少女にきわめて近い。しかも，『ギャツビ－j は 1922年が舞台
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であり，登場人物の年齢を計算すると，ギャツビ一本人が31～2歳だから

1890年ごろの生まれ，デイジーは23歳だから 1899年ごろの生まれで，どち

らかというとブイツツジェラルドの年齢はギャツピーよりもデイジーのほ

うに近いことがわかる。してみると，ここで問題になるのは，ではフイツ

ツジェラルドとも，はたまたデイジーとも大差ないドロシー独自の世代と

いうのがあるとしたら，それはじつのところ1920年の女子選挙権を初めて

経験する世代，すなわちスチュアート・カルヴPァーによれば婦人参政権論

者とフラッパーのちょうど中間に位置する世代にあたることだ。

だからこそ『オズ』シリーズは，人聞の少女が人形など非生物とのあい

だに交流を結ぶ描写によって，きちんとした大人の女性へ成長することを

薦めると同時に，自分の肉体に与えられた生物学的な性別を必ずしも自然

なものとは見ないこと，自分の肉体を何か別のものと捉え直すことをも教

える。しかもボームは著名なショーウインドウ理論家であったから，いく

らオズの夢の国がデパートのようであったとしても，そこに住む者たちを

決してカンザスの田舎へ連れて帰りはしないといっ展開によって，ショー

ウインドウ内部の商品はあくまでそれ自体として見るのを楽しめばよいと

いう消費資本主義文化の教訓を与える。その背後には， もちろん1879年，

オズの魔法使いのモデルとも目されるトマス・エジソンが白熱電球を発明

して以来， とりわけ82年以降，それまでのアーク灯とは比べものにならな

いほどH玄い街灯が都市全体をおおいはじめ，光と色と力、、ラスの乱反射する

消費主義が商品の実体よりも実体に瞬間の盛惑を与える効果のほうを優先

させ，あくまで消費者的欲望をかきたてる時空間が生まれたという文化史

的文脈があった。エジソン的な科学技術の魔法がいかにアパンダンス全盛

の資本主義社会において自然化していくか，まさしくその歴史がここには

目撃される。そして，具体的にこうしたアパンダンスを彩る20世紀初頭の

広告群へ目をやるならば，そこではあたかもオズ症候群と共振するかのよ

うに， 19世紀的な強い神話的女性像が聞い込まれ，むしろ神々自身ではな

いが福音の使徒でありいっさいの性的喚起力を欠いたドロシー的な少女た

ちが，シリアルやコーンのポスターを飾るよつになる。ジャクソン・リア
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1900年代，シリアルのボスターを飾るドロシー的な少女たち
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ーズは，ここに消費資本主義に付随する非現実化傾向を見出すが，それは

とりもなおさず，あまりにも通俗的と見られたオズの世界が同時代の本質

を最も効率的に掬い取るテクストだったことを意味するし，そのことはさ

らにサイモン・パッテンが1909年の著作『生産とクライマックスJ におい

て，フロイトを独自に解釈しながら，欲望や願望こそが生物学的進化のみ

ならず経済学的進化さえもたらすのだとする，奇妙奇天烈な仮説にもつな

カfっていく。

その意味で，仮にデイジーがドロシーとほぼ同世代の少女として成長し

たのであれば，そして当時のケロッグを初めとする広告表象に親しんでい

たのであれば，彼女がオズの国の物語を通して同時代の資本主義力学を動

かすファンタジーをまんべんなく共有し，ひいてはのちに幼児的なフェテ

ィシズムを大人の合理的思考へ変換する方法論をも知らず知らずのうちに

培ったのではないかと考えるのは，あながち的はずれではあるまい。

3. もうひとつのネイチャー・ライテイング

その意味で，わたしは『ギャツビーJ の結末でギャツビーを見棄てるデ

イジーを，けっきょくは物質文明に毒された俗物だったと片づける読み方

には，必ずしも賛成できないのである。というのも，彼女が欲したのは，

まさしく『オズ』のドロシーが欲したのと同じ魔法の国のショーウインド

ウできらめく商品の幻惑だったのであり，ショーウインドウから無理やり

外へ出されてアウラを失った商品の幻滅ではないからだ。デイジーが最も

消費したかった物語は，ギャツピーが所有する色とりどりのシャツの幻惑

であって， トムとの訣別を強引に迫り結婚生活の歴史まで改賓させようと

する小市民の幻滅ではありえなかった。だからこそ，プラザホテルでの痴

話喧嘩の最中，デイジーがギャツビーに「あなたの要求は大きすぎる！」

“Oh, you want too much！”（ 103）と叫ぶ文脈が意味をもっ。デイジーが

ドロシーだとすれば，彼女にとってギャツビーはあくまでオズの大魔法使

いを演じ続けるべきだった。それを放棄したギャツビーは，仮に自動車事

故がなかったとしても，先見の明のない人物として，いずれはデイジーに
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見棄てられる定めであったろう。というのも，まさしく彼女がオズ的＝ポ

スト・エジソン的物語を通して培った消費者的ファンタジーこそは，人工

が自然となり，映画と新聞とが全アメリカの現実を生産していくメディア

時代最大の駆動力となりえたからである。最後のロマンティック・エゴイ

ストであるギャツビーにとって，デイジーはおそらく最後の黄金郷であり

「支配すべき自然」だったはずだが，逆にデイジーが見ていたのはそれよ

りも新しい時代のパラダイム，すなわち消費資本主義的視線によって人工

をつぎつぎと自然へ変貌させてしまうような「自然としてのメディア」だ

ったのではないだろうか。

ニック・キャラウェイは本書の結末で「かつてオランダの船乗りたちの

眼に花のごとく映ったこの島の昔の姿一一新世界の初々しい緑の胸“a

fresh, green breast of the newworld”ーーが，徐々に，ぼくの眼にも浮

かんできたJ (140）と語るけれども，これは歴史的には1609年の秋，オ

ランダ東インド会社に雇われた英国人へンリー・ハドソン率いるハーフ・

ムーン号の一等航海士ロノ〈ート・ジュエットが，ニューヨーク湾から今日

のハドソン河をのぼる旅の途上，この丘の島に「貴金属の眠る崖と草萌ゆ
る田園J “a Cliffe, that looked ... as though it were either Copper, or 

Silver Myne ... and the other places ... greene as grasse ...” (Juet 36) を観

察したことを指す。植民地時代からアメリカ最大の財宝はそこに眠る自然

資源であり，そこに人々がー獲千金の夢を見てゴールドラッシュ・ナラテ

イヴの原型が生まれてくるのだが， しかしいつぽつ，ポスト・ギャツビー

の論理においては，まったく逆に一獲千金を成し遂げた大富豪本人がさら

にもうひとつの自然な資源として所有きれ再利用きれるだろう。

その意味でこそ，『ラスト・タイクーン』というまさしく未完成の遺稿

の結末では，モンロー・スターを乗せた飛行機が墜落し，その現場に居合

わせた子供たちが大富豪の所持品を掠め取っていくという展開がメモされ

ていたのが，興味深い。かつてギャツピー以前の正統的ロマン主義者へン

リー・デイヴィッド・ソローは『ケープ・コッドj (1861）の中で，クジ

ラの死骸を初めとする漂着物を巧みに拾っては再利用していく漂着物拾い

(120) 



の連中（wreckers）の姿に人間普遍の原理を見出したが，フイツツジェ

ラルドが『ギャツビーJ から『ラスト・タイクーン』に至る過程で造り出

した大富豪は，自らが漂着物であり再利用されるべき自然へと変貌を遂げ

た。試みに，ソローによる漂着物拾いの描写と，フイツツジェラルドが略

奪少年団に関して予定した描写とを併置してみよう。

Though there are wreck masters appointed to look after 

valuable property which must be advertised, yet undoubtedly a 

great deal of value is secretly carried off. But are we not all 

wreckers contriving that some treasure may be washed up on our 

beach, that we may secure it, and do we not infer the habits of 

these Nauset and Barnegat wreckers, from the common modes 

of getting a living ? (Henry David Thoreau, Caρe Cod, Chapter 

VI) 

Simultaneously Jim has found Stahr’s briefcase. A brief case is 

what he has always wanted and Stahr’s brief case is an excellent 

piece of leather and some other traveling appurtenances of Stahr’s. 

Things that are notably possessions of wealthy men. (Fitzgerｭ

ald, The Love of the Last Tycoon, lxiii) 

仮にテクストは未完成な残骸であっても，フイツツジェラルド最大の課題

であった大富豪のイメージは，まさしく搾取きれる残骸というかたちにま

とまったからこそ完成を見たのである。ニック・キャラウェイは『ギャツ

ビ－j の最後で「この大陸を目前にしたとき，人間は，その驚異を求める

欲求を満たしてくれるものとの史上最後の遜遁を経験し，自分では理解も

望みもしない美的膜想に否応なく引き込まれて，つかのま，息を呑んだに

ちがいないJ と述べて，そこにギャツビーの夢を重ね合わせるが，ここで

彼がアメリカを凝視するネイチャー・ライテイング的な視線と，のちに
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『ラスト・タイクーン J のセシリアや略奪少年少女たちがハリウッド大富

豪を凝視する視線は， じつはいさきかも食い違うことなし 20世紀末の新

たな「自然J 観へ収束する。
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